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とす る者 は67例39%に当 る.67例中 尿 中膣 ト リコモ ー
ナス陽性 例は15例・即22%に相 当 す る.15例中 尿 道部































一 般 演 説
1.短小腎 の2例
北 野病 院 原 口泰 彦 ・井 口久 男 ・山 脇 春 夫
第1例 三木 ○ 子,19才 一女 子
数週間前 よ り慢性 膀 胱 炎 の症 状 あ り,排 泄 性 ピエ ロ
グラフィーに て左 側排 泄 な し,腎 結 核 の疑 い に て 開
腹・ピンポ ソ玉大 の 水 腫様 の左 側 を発 見 別 出,大 さ4.5
×3×3.5cm重量24gr(腎 内 容10gr)
第2例 橋 本○ 子.44才,女 子
半年前 よ り慢性 膀 胱 炎症 状 あ り,排 泄 性 ピエ ログ ラ
7イ陶にて右 側排 泄 な し,右 腎結 核 を疑 い 開 腹 す る












追 加 辻 一郎(北大)
私達の経験によりますと,嚢胞穿刺により一時的に
自覚症状は軽域 しますが,多 くは1,2年 後再発し,



































大 越 正秋 ・栗 原克 康(関 東逓 信)
腎結 核 の化 学療 法 で処 理 で きな い よ うな 空 洞 に 対 し
て最 近 保存 的 手術 が種 々行 なわ れ る よ うに なつ た,そ
れ に はKavernotorr7.ie(Staehler)Kavernektomie,
Casectomyなどが あ る.Casectomyには 適 訳 が な い
が,し い て訳 せ ば乾 酪 物 質除 去 術 とな り,こ れ は 空 洞
を開 いて 乾酪 物 質 を清 掃 し,ス トレプ トマ イシ ン の粉
末 を 入れ,空 洞 を 閉鎖す る手 術 で あ る.こ れ はCou-
velaineが1957年Sp6160tornie(この 意味 はKaver-
notomieであ る)と して発 表 した ことに 始 ま り,我 国
で は我 々の例 が最 初 の よ うであ る,我 々は1958年末 以
来3例 に この 手術 を施 行 し,最 初 の2例 は 既 に10ヵ月
を経 過 してい るが,尿 清 澄,菌 陰性 を続 け 経過 良 好 で
あ り治癒 した もの と思わ れ るが,最 終 的 評価 を行 な う
に は まだ 早す ぎ る.
追 加 仁 平 寛 巳(京 大)
残 腎 結核 に 対 してKavernotomieを行 つ た1例 を
追 加 し,PSP,Clearancetest,NPN,Electrolytes
ofbloodserum等よ りみ て 手術 的侵襲,手 術 に伴 う
危 険性 等 が少 い こと述 べ た.
追 加 楠 隆光(阪 大)
大越 博士 のお や りにな つ た様 な 手術 の 際 に筋 片 をお
入れ にな るのは,ど の様 な お考 え で し うよか,私 は,
考 え様 に よつ て は,こ の様 な場 合 の手 術 は 細菌 感 染 病
巣 の手 術 です か ら,何 も入れ な い方 が よい とも考 え ら
れ ます が,私 も同様 の傾 向 の手 術 を した 事 があ ります
が,何 も入れ な い で治癒 して お ります
回 答 大越 正 秋
空 洞 内筋 片挿 入は 死 腔 をな くそ うとい う意 味 で あ
り,肺 の空 洞 手術 にな らつ たわ け です.有 茎筋 片が よ
い と肺結 核 の際 に いわれ てお ります ので,腎 結 核 の 場
合 も試 み るべ き と思 い ます が,手 術 がや や こみ 入つ て
い て私 共 の1例 で は尿 痩 となつ て2次 的 腎 易ll除のや む
な きに 至 りま した.
5.後腹膜腫瘍の症例




























役立つているや うであるが更に症例を重ね た い と思
う.
7.老人の泌尿器科学的検索(第4報)






































































































13.女子尿痩の治療 稲田 務 ・仁平寛巳 日野






















































ついて 森 昭 上埜吉雄 ・平岡 登(済 生会大阪
中津)













































































20.脊椎 披裂 に よ る尿 路 障碍 の1例
上 月 実 ・森 脇 宏(神 戸 医大)
脊椎披裂 は小 児 の脊 椎 崎形 の普 遍 的 タ イプの 一つ で
あ り,之に よる尿 路 障 碍 も 多 く経 験 され る所 で あ る.
我々は11才女子 で腰 仙 部 のmeningoceleを有 し,尿
失禁,両 側水 腎症,膀 胱 尿 管 逆 流 現象 を伴 う一 例に,
長 期 間 の留 置 カ テ ーテ ル及 びmodi丘edmathisen
methodによ る尿 管膀 胱 新 吻 合 術 を行 つ て,水 腎 症 の
減退,逆 流 現 象の 防止 等 の 好 結 果 を得 た.
追 加 辻 一 郎(北 大)
我 々も約10例の小 児 失 天性 神 経 因 性 膀胱 の経 験 を有
するが,残 尿少 く且 つ 失 禁 も ない 様 に してや るの に,
よい方法が ない ので 困 つ てい る .此 の点 に 関 す る御 意
見 を伺 えれ ば 幸 です
回 答 森 脇 宏
この種疾 患 の排 尿 コソ トロー ルに は 我 々も難 渋 して
居 る所 であ るが,25才男子 のspinabifidaによ る失
禁患者にspasticconditionを改善 す る 目的 で ブス コ
パンを連用 し同 時 にmanuallycontroledclosed-
drainage(夜間)及 びCrede'sexpression及び に よ
る排尿訓練 を行 つ て 著 し く膀 胱 容量 を増 し残 尿 を減 退
せ しめ ・時 間 ぎめ 排尿 の併 用 と相 まつ て 退院 時 に は 満
足すぺ きcontrolを確 立 した 経験 があ るが 尚経 過 観 察
中であ る.

















































25.交叉性 書丸 偏 位 の1例
馬 場 正 次 ・柏 川良 三(大 阪 中 央)
67才Prostatismを呈 す 患者 にお い て,全 去 勢 術施
行 時,固 有 鞘膜 腔 は 慢性 陰 嚢 水瘤 の 状 態 を呈 し ・固有
鞘 膜 を切 開 す るに,黄 色透 明の 漿 液多 量 排 出 をみ とめ
た 。腔 内に は2個 の 睾 丸 が あ り,そ の 各 々に,精 管精
索 を有 し,そ の精 索 間 に は,無 花 果大 の筋 肉様 物 質 突
出 し,子 宮状 を呈 し,2個 の睾 丸 との 外 観 的関 係 は恰
も子 宮 の 両側 に2個 の 卵 巣 の存 す る如 き状 に 似 て い
た,睾 丸偏 位 の うち 甚 だ 稀有 な 陰嚢 水 瘤症 状 を伴 え る
交 叉性 睾 丸偏 位 を 経験 した1例 に つ き報 告 した.
26.Transsepta10rchiopexyの経 験
百 瀬剛 一 ・平 岡 真(千 葉 大)
睾丸 を陰嚢 中 隔 を通 して 反対 側 陰嚢 内に 固 定 す る
transseptalorchiopexyの経験 を述 べ た.
27.副腎性 器 症 候群 の 一例?
江 本 侃一 ・谷 徹 郎 ・武 田克 之(徳 大)
9才 の女 児 に 男性様 顔 貌,面 疸 発 生,外 陰 部 に恥 毛
発 生,尿道,膣 口の開 口不 全 な ど あ り,17-KSの著 明な
増 量 が あ りJailerのTest(+)にて17-KS4.1mg
に低 下 し,現 在 陰核 切 除,陰 唇整 形 と共 にDecadron
O.5mg投与 に よ り患 者 は 内向性 の性 質 で あつ た が比 較
的 明朗 とな り,面 疽 消失 した.な お 血圧120mmHg
よ り112mmHgに 低下 した.
以上 の結 果 検 査不 充 分 では あ ります が,一 応 副 腎 男
性化 症 を 疑つ て い ます が,今 後 な お検 索 して確 認 した
い と思 つ てい ます
追 加 楠 隆光(阪 大)
この様 な広 い 意 味でIIltersexに入 るべ き患 者 の 診
断 の際 に は,体 細 胞 のSexChramatin値を測 定す
る こ とを必要 と考 え る.ま た 我 々と して は か か る症 例
に遭遇 す る機会 が 少 ない の で あ るか ら,そ の症 例 を 取
扱 う機 会 を得 た 際 には 開 腹術 をす るとか,副 腎 を直 接
に見 るな どに よ り,自 分 の経 験 を深 め る こ とが必 要 だ
と考 え られ る.
28.男子性 腺 不全 症 の 臨床 百 瀬剛 一 ・島 崎 淳 ・
片山 喬 ・内海 滉 ・遠 藤博 志(千 葉 大)
男子 性 腺不 全症 患 者 に 於 て高 ゴナ ドトロ ピソ性 の も
の10例,低 ゴナ ドトロ ピン性 の もの1例,及 びICSH
のみ 敏如 を来すfertileeunuchs2例に就 き臨 床 的
に 観 察 した.高 ゴナ ドトロ ピン性 の も のは 尿 中 ゴナ ド
トロ ピン排 泄量32m.u.u以上,17KSは 半 数 に低 値
をみ とめ,睾 丸 組 織像 も定 型 的 なGhosttubule,間
質 細 胞増 加 をみ た が,若 干 に所 謂dysgelletictubule
があ り,性 クロマチ ン は何れ も 男性 型 で あつ た,低 ゴ
ナ ドトロピン性,及 びfertileeunuchsのも の は何 れ
抄 録
も定型的所見を認めた,
かかる症例にロルシヤハ ・テストを行い,高 ゴナ ド
トロピン性のものは,W(一),F%,A%上昇して知

































31.ゴナ ドトロピン製剤の治験 岡元健一郎 ・斉藤




























33。各 種薬 剤の 除 睾丸 家 兎 の 尿 中17KSに 及 ぼす 影
響にっいて 吉 田秀 政(大 阪 医 大)
除睾 丸家 兎にPantothenylalcoho1,glycyrrhizi-
ne,ATP及びAndrogen混合 製 剤 の一 で あ るDu-
rotestを注射 しそ の尿 中17KS排 泄 の 消長 を 観 察 し
た.実 験 に供 した2.5～3,0kgの健康 家兎 の 尿 中17-
KS排 泄値 は1.34～2.80mg/48時間 で あ り.い つれ も
去勢に よ り排 泄量 は 一時 的に 低 下 し,や が て去 勢 前 値
又はそれ 以上 とな る.術 後17KS値 の 変 動 が一 定 し
た時期 に各種 薬 剤 の注射 を行 つ た が,glycyrrhizine,
ATP,Pantothenylalcohol注射 に よ り17KS排泄量
は明かに 増 加 し,殊 にglycyrrhizineでは 増量 を続
け減量 を来 さなか っ た.Durotest初回注 射 で は排 泄
量の一 時的 低下 を来 す が,や がて 増量 し第2回 目注 射
では減量 せず む しろ 増 加 の傾 向 に あつ た.
追 加 志 田圭 三(東 医歯 大)
尿中17-KS測定 に 於 て,Girard分劃 を行 う中 は
炬雅にす ぎ る.
加水分解 時に 数滴 の フオ ル マ リンを 添加 す る と爽 雑
色系の発生 が最 小 とな る.Girard分劃 と同 等 の価 を
うる.
34.男性 々腺 並 び に 附属 性 腺 に関 す る研究 清 水 圭
三 ・三 矢英輔 ・瀬 川 昭 夫 ・前 川 昭 ・三 島 力 ・鳥 居
肇 ●察彷 欽 ・加治 安 彦 ・大 竹 浩(名 大)
前立腺 腫瘍 に おけ る尿 中 ゴ ナ ド トロ ピソをFSH及
びICSHに つ い て 分 画定 量 ,前 立 腺 腫 瘍 で は 増加 の
傾向を認 め,又,女 性 ホ ルモ ソ,男 性 ホル モ ソ投 与 に
より減少,プ レ ドニ ソで も減 少 ,ACTH及 び セ ロ ト
抄 録 563
ロ ピンで は増 加 した .17--KS分画 で は,女 性 ホル モ
ンで はIV～V分 画 に 著明 な抑 制 ,男 性 ホ ル モン では逆
に増 大,ACTHで は 全 体に 抑 制,プ レ ドニンで は副
腎 皮 質由 来 の分 画 に増 加,セ ロ トロ ピンで はIV～V分
画に 増 加 を認 め,特 に腫 瘍 患者 で は 丑分 劃 の増 大が 著
明 であ る事 は 注意 す べ きな り.そ の他,赤 外線分 光 光
度 計 に よ る各種 ス テ ロイ ドの分析,女 性 ホ ル モ ン 定
量,ZnC・5によ る前 立 腺酸 フオ との 関係 等 に就 て報 告
した 。
35.流産 防 止の 為 使 用 した黄 体 ホ ルモ ン剤 に起 因 す
る と考え られ る イン ター セ ックス(hormoneinduc-
edsexchange)の1例
楠 隆 光 ・児 玉 正道 ・松永 武三(阪 大)
患者:平 ○ 佐 ○子.1ヵ 月 。
家族 歴=両 親 は血 族 結婚 で,従 兄蛛 で あ る 。
既 往 歴:満 期仮 死 分娩,母 体 妊 娠中,第6週 目よ り
第26週目まで 黄体 ホ ル モソ 剤の 注射 及 び 内服 を受 けて
い る.
初 診:昭 和34年5月11日.
主 訴:外 陰 部 異常.
現 症:外 陰 部 は大 体女 性型 であ るが,phallusは肥
大 して お り,そ の先 端 に外 尿道 口を発 見す る ことが 出
来 る.し か し膣 口は 認め られ な い 両 側 には 大陰 唇 と
も陰 嚢 とも称 して よい部 位 があ る.そ して この部 分に
は 睾 丸そ の他 の 臓器 を触知 しな い.
上 記 症 例 につ い ての 検査 成 績並 び に文 献 的考 察 を紹
介 した.
追 加 志 田圭 三(東 医歯 大)
luteoidの性 分化 異 常 発 生機 序 に関 しては 次 の よ う
な 因子 が考 え られ る.
1.Iuteoidのもつandrogen作用
2.1uteoidの下垂 体 抑 制作 用
3.1uteoidの胎 児性 腺 に 対す るnegativの抑 制作
用
①androgen作用 の よわ いluteoidを使 用 して もお
こ る事実 か ら全面 的 に賛 成 出来 ぬ
③ 臨床 例に 於 て,1uteoid投与 に よ り尿 中gonado-
tropin減少 は 稀に み とめ られ るのみ.ま た,幼若 ラッ
トにprQgesteronelmg3週投与 に よつ て僅 かに 下
垂 体 抑制 効 果 がみ られ る事 実 よ りして,或 る程度 の抑
制 は あつ て もきわ め て弱 い もの と考 え られ る.
② 垂 別 ラッ トに 対 しprogesteroneを多量,長 期 間
投 与 して も性 腺 に対 してnegativの直 接 作用 は み られ
ぬ.
以 上 の事 実 よ り考 え,妊 娠継 続 の為,極 め て多 量 か











































質 問 町田豊平(慈 恵医大)
1)注入部位が2～6ケ 所では少くないか.
2)ピ アルロニダーゼは使用したか.

















注入療法の治験 稲田 務 ・酒徳治三郎 ・片村永樹 ・














































































































淋疾13例,健康男子5例 からは之を証明 で きな かつ
た.
昭和34年1月から10月迄膀胱症状を主訴とした女子
患者67例中15例(22%)の尿中にTVを 証明した.
又,無選択的に検査した産婦人科外来患者50例中,
膣分泌物11例(22%)・カテーテル尿中5例(10%)
にTVを 証明した.
